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【研究目的】

　保存している食品の情報を管理することにより、食品の賞味期限・消費期限を守ること、また、その食品を使用した献立を提供できることによって、食品を無駄なく消費できることを目的とする。
【期待される効果】
どこにいても冷蔵庫の中にある食品の情報が取得できるので、買い忘れや買いすぎがなくなる。献立を保存することができるので、料理のレパートリーが増え、自炊する機会が多くなる。
【研究概要】
一人暮らしの学生は炊事、洗濯といった家事を全て自分でやらなければならない。しかし現在は、外食をする学生が多く、自炊をする学生は少ない。そのような状況の原因は家にいる時間が少ないことや、自炊をするのが面倒だという意見が多い。また、食品を買ったとしても、使いきることができずに処分してしまうことが多いためである。

問題点としては保存されている食品の情報化がされておらず、情報を一括管理することが難しいところである。例えば、購入した食品はたいてい冷蔵庫に保存するが、それらの賞味期限・消費期限などの情報はパッケージや商品自体に記載されている。これらの情報は見ないと確認することができず、見たとしても全ての情報を把握することは困難である。ましてや、自宅への帰り道にスーパーマーケットなどに寄ったとして、冷蔵庫にある食品の種類や量、賞味期限、消費期限などの情報を外部から確認することはできない。また、自宅に保有している食品の組み合わせから作成可能となる料理は、日常的に料理をする人でも簡単に思いつくものではない。特に一人暮らしで料理から疎遠になっている人にとっては困難である。

そこで本研究では、買い物などによって自宅で保存する食品の名前、種類、量、賞味期限などの情報を管理し、家庭における食品の情報化に着目する。これらの情報管理方法を検討し、その応用として保存食品情報の組み合わせから献立情報の提供を行う機能についても提案を行う。本研究で提案される食品の情報管理の手法と献立提供により、買い物における利便性、効率性の向上や食材の有効な消費の実現を目指す。
